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１ 目的 

近年、我が国では、台風や地震等の自然災害が数多く発生している。その様な災害に対して、これま

では自治体やテレビからの災害情報が主な情報ソースであった。その様な情報ソースに加えて、近年メ

ディアを介した災害情報提供が始まっている。先行研究においても、東日本大震災時においてソーシャ

ルメディアは電話の代替的機能を果たしたことが指摘されている[1] [2]。 

この様な災害時におけるメディアの活用が広がる中、新たな情報提供メディアとして、AIチャットボ

ットとの対話を介した災害・避難情報の提供が始まっている。本研究は、千葉県と AI 防災協議会との

協働による LINE のプラットフォームを基に台風 15 号・19 号の避難情報を提供する AI チャットボッ

ト[3]のログデータを分析することで、人々の災害時における情報収集行動の傾向を明らかにすることを

目指す。 

２ 方法 

 本研究では、千葉県と AI 防災協議会が開設した AI チャットボットから収集された被災者の対話デ

ータの時系列分析を行った。分析に利用した対話データは、台風 15号と 19号の影響が及んだ 2019年

9月 23日から 10月 31日までの 160,196対話を収集したデータセットである。 

３ 結果 

分析の結果から、AIチャットボットとの対話件数の多いものは、罹災証明の取得方法、経済的支援の

手続き、家の修繕、防災情報、ライフラインの情報の順となった。また、時系列に AI チャットボット

との対話内容を検証すると、情報の取得は AI チャットボットのアカウント開設直後から 1 週間に集中

しており、特に罹災証明の取得や家の修繕に関する情報は被災直後に集中していることが示された。一

方、防災情報については、台風 19 号が上陸する 3 日前から、急激に対話件数が増加しており、避難所

の開設状況の確認、帰宅困難者への宿泊施設情報についての対話が多かった。                               

４ 結論 

これらの結果から、災害に関する情報の提供は、災害発生が予測される段階、災害発生段階、災害被害

の処理段階、その後の継続的支援段階の各段階において求められる情報を提供することが重要であると

言える。                                                 
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